
◆
狛
江
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

都
市
計
画
税
の
税
率
の
特
例
の
期

間
を
平
成
32
年
度
ま
で
に
延
長
す
る

と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
税
率
を

１
０
０
分
の
０
・
２
２
５
か
ら

１
０
０
分
の
０・25
に
改
め
る
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
金
額
と
し
て
は
毎
年
幾
ら
ぐ
ら
い

に
な
る
の
か
。

・
前
回
税
率
を
下
げ
た
理
由
と
今
回

税
率
を
上
げ
る
理
由
は
。

第
4
回
定
例
会

本

会

議

◆
平
成
29
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
提
案
理
由
】

一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
番
号
制
度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内

容
は
。

・
改
修
に
よ
る
市
の
持
ち
出
し
は
幾

ら
か
。

・
シ
ス
テ
ム
改
修
は
今
後
も
行
わ
れ

る
の
か
。
そ
の
た
び
に
今
回
の
よ

う
な
持
ち
出
し
が
あ
る
の
か
。

・
市
民
の
特
定
個
人
情
報
は
国
、
都

な
ど
他
団
体
に
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
き
た
の
か
。

・
情
報
連
携
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

特
定
個
人
情
報
で
も
本
人
の
同
意

が
な
い
と
情
報
連
携
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

・
本
人
の
同
意
が
必
要
な
事
務
は
ど

う
い
う
も
の
で
幾
つ
あ
る
の
か
。

ま
た
現
在
ど
の
よ
う
な
形
で
同
意

確
認
を
し
て
い
る
の
か
。

・
市
独
自
と
し
て
最
大
限
番
号
制
度

の
利
用
拡
大
を
抑
制
す
る
姿
勢
が

必
要
で
は
な
い
か
。

・
民
間
と
の
連
携
は
想
定
し
て
い
な

い
の
か
。

・
保
育
で
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ベ

ビ
ー
セ
ン
サ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な

種
類
が
あ
る
の
か
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
可
決

本
会
議・委
員
会
か
ら

◆
平
成
29
年
度
狛
江
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
提
案
理
由
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
を

補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
可
決

◆
平
成
29
年
度
狛
江
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
提
案
理
由
】

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を
補
正

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
可
決

◆
狛
江
市
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

平
成
29
年
東
京
都
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
き
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数

・
都
市
計
画
税
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

都
市
計
画
事
業
費
は
全
て
都
市
計

画
税
で
賄
う
と
い
っ
た
考
え
方
な

の
か
。

・
都
市
計
画
道
路
３・４・16
号
線
と

３・４・17
号
線
に
つ
い
て
完
成
し

て
い
る
区
間
の
事
業
認
可
を
受
け

た
年
度
と
供
用
開
始
年
度
及
び
そ

の
金
額
は
。

・
市
の
財
政
運
営
の
仕
方
と
し
て
各

年
度
の
一
般
財
源
投
入
は
平
準
化

さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
か
。

・
今
後
、
可
能
性
の
あ
る
大
き
な
都

市
計
画
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

・
税
率
が
０
・
０
２
５
％
上
が
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
標
準
的
な
土
地
・

建
物
に
住
ん
で
い
る
市
民
へ
の
影

響
額
は
。

・
税
率
を
下
げ
た
平
成
27
年
度
と
比

べ
て
都
市
計
画
事
業
費
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
。

・
都
市
計
画
道
路
３・４・16
号
線
の

事
業
認
可
は
段
階
的
に
出
さ
れ
た

の
か
。

・
農
地
の
買
い
取
り
申
請
は
毎
年
あ

る
の
か
。

・
用
地
買
収
が
必
要
な
件
数
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
市
立
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

狛
江
市
立
児
童
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
48
年
条
例

第
３
号
）
第
14
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
管
理
者
に
狛
江
市
立
岩

戸
児
童
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
せ

る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

社
会
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

◆
狛
江
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

建
築
基
準
法
（
昭
和
25
年
法
律
第

２
０
１
号
）
第
68
条
の
２
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
都
市
計
画
と
し
て
定
め

た
多
摩
川
住
宅
地
区
地
区
計
画
の
地

区
整
備
計
画
区
域
を
追
加
す
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
道
路
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
（
市

道
第
８
４
８
号
線
）

【
提
案
理
由
】

道
路
法
（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８

０
号
）
第
10
条
第
３
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
た

め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決
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第
４
回
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
７
月

７
日
、
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が

１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

広
島
と
長
崎
に
ア
メ
リ
カ
の
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
72
年
、
被

爆
者
を
先
頭
に
多
く
の
人
々
が
無
類

の
非
人
道
性
を
持
つ
核
兵
器
の
廃
絶

を
求
め
て
長
年
に
わ
た
り
運
動
し
て

き
た
。
し
か
し
、
生
物
・
化
学
兵
器
、

対
人
地
雷
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ど

は
非
人
道
的
兵
器
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
に
、
核
兵
器
は
禁
止
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
、
今
回

国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条

約
は
、
全
世
界
か
ら
熱
望
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
核
兵
器
の
禁
止
か
ら
廃

絶
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
歩
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

条
約
は
、
核
兵
器
が
破
壊
的
な
結

末
を
も
た
ら
す
非
人
道
的
な
兵
器
で

あ
り
、
国
連
憲
章
、
国
際
法
、
国
際

人
道
法
、
国
際
人
権
法
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
と
断
罪
し
た
。
核
兵
器
は

今
や
不
道
徳
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

歴
史
上
初
め
て
違
法
な
も
の
と
な
っ

た
。条

約
は
、
核
兵
器
の
開
発
、
生
産
、

を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
水
野

穰
氏
）

【
提
案
理
由
】

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
第
１
６
２
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
同
意

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
田
中
映
子
氏
）

【
提
案
理
由
】

人
権
擁
護
委
員
法
（
昭
和
24
年
法

律
第
１
３
９
号
）
第
６
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
同
意

狛
江
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例（
平
成
18
年
条
例
第

18

28
号
）

第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
管
理
者
に
狛
江
市
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た

め
。

【
主
な
質
疑
】

・
引
っ
越
し
後
も
同
じ
事
業
者
に
指

定
し
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

可
決
さ
れ
た
意
見
書

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

議
員
の
紹
介
、
議
案
等
の
審
議
結
果
、

本
会
議
（
定
例
会
・
臨
時
会
）
の
発

言
内
容
を
記
載
し
た
会
議
録
等
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
会
議
録
は
、
市
立
中
央
図

書
館
を
初
め
と
し
て
公
民
館
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー（
野
川・上
和
泉・岩
戸・

南
部
）
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
１
月

30

31
日
（
水
）
狛
江

市
議
会
議
場
で
狛
江
市
立
狛
江
第
六

小
学
校
６
年
生
に
よ
る
議
場
体
験
が

実
験
、
製
造
、
取
得
、
保
有
、
貯
蔵
、

使
用
、
使
用
の
威
嚇
に
至
る
ま
で
、

核
兵
器
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
活
動

を
禁
止
し
て
い
る
。

条
約
は
、
核
保
有
国
の
条
約
へ
の

参
加
の
道
を
規
定
す
る
な
ど
、
核
兵

器
完
全
廃
絶
へ
の
道
筋
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
核
兵
器
の
使
用
や
実
験

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
個
人
へ
の
援

助
を
行
う
責
任
も
明
記
さ
れ
、
被
爆

国
、
被
害
国
の
国
民
の
切
望
に
応
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
ビ

キ
ニ
環
礁
で
の
核
実
験
と
３
度
に
わ

た
り
核
兵
器
の
惨
禍
を
体
験
し
た
日

本
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
先
頭
に

立
つ
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

狛
江
市
議
会
は
昭
和
57
年
（
１
９

８
２
年
）６
月
21
日
、「
狛
江
市
平
和

都
市
宣
言
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。
同
宣
言
は
、「
狛
江
市
お
よ
び

狛
江
市
民
は
、
各
平
和
宣
言
都
市
と

手
を
結
び
、
核
兵
器
完
全
禁
止
・
軍

縮
、
全
世
界
の
非
核
武
装
化
に
む
け

て
努
力
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

よ
っ
て
狛
江
市
議
会
は
政
府
等
に

対
し
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
に
調
印
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
送
付
先
）
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務

大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長

平成29年度狛江市一般会計補正予算（第4号）の主な内容（歳出）
2,500万円公共施設修繕基金費総務管理費総 務 費

1,200万円保育所等児童運営費
児童福祉費民 生 費

576万9千円放課後クラブ

1,259万3千円学校維持管理費
小 学 校 費教 育 費

53万7千円学校管理用備品整備

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
に
調
印
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

行
わ
れ
ま
し
た
。

６
年
生
の
代
表
委
員
、
各
委
員
長

が
平
成
29
年
度
の
活
動
内
容
、
卒
業

ま
で
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
議
場

で
発
表
し
ま
し
た
。

議
場
体
験
開
催
さ
れ
る

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い


